
   

    

式次第 

PM6：30 式典開始 

・MHC 鈴木理事長から、皆様へ御礼とご挨拶 

・来賓紹介(名簿にて省略させて頂きます) 

・来賓代表ご挨拶 バッタライ・ネパール政府特命全権大使 ポハレル・カトマンズ副市長代行  

坪田明男松本市副市長 

・祝電披露    

・乾杯     太田更三松本市議会議長     

 

・感謝状贈呈   カトマンズ市役所及びカトマンズ市民へ 

・写真展表彰   審査員 山岳写真家内田良平さんからの総評 各表彰状授与 

 

・MHC25 年の歩み 鈴木理事長説明 

  ①文化事業 ②山岳スポーツ事業 ③国際協力事業、各事業のスライド  

・ネパールの音楽と踊り 民謡大衆歌手スンダリ・ミカとマユール舞踏団によるネパール・ダンス 

 

・歌・踊り レッサンピリリ、そして「今日の日はさようなら」他 全員合唱 

・閉めの言葉   

PM8：50 式典閉会 

   
 

 
 

 
 

NPO 法人松本ヒマラヤ友好会(MHC)は、1990 年 4 月に任意団体として創立し、2000 年 3 月

には、特定非営利活動(NPO)法人として認証され、今年度まで 25 年間にわたり松本市とネパー

ル・カトマンズ市等との文化・芸術交流や国際協力事業、及び岳都共通の山岳スポーツの振興を

図る活動等を積極的に実施して参りました。        
 
この 25 年間の両市民をはじめとする大勢の皆様からのご理解、ご協力、そしてご鞭撻に心か

ら御礼申し上げる次第です。 
 
 
 
 
 
 
MHC が実施した市民レベルの 25 年の歩みをふり返りながら皆様へ心からの感謝を込め、次

世代に続く市民交流のなお一層の発展を願って、MHC 創立 25 周年記念謝恩会を開催致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特定非営利活動(NPO)法人 松本ヒマラヤ友好会（MHC） 
 

・日 時  平成 26 年 10 月 18 日(土) PM6：30～8：45 

・会 場  ホテル ブエナビスタ 3F グランデ  

MM HH CC 創創 立立 2255 周周 年年 記記 念念 謝謝 恩恩会会  

司会 MHC 理事 内山康翁、木村郁子 

     



職　　名 出席者名 テーブル

1 ネパール政府特命全権大使 マダン・K・バッタライ
2 　　　　〃　　　　　　　夫人 アンビカ・バッタライ夫人

3 カトマンズ市役所　副市長代行 サンタラム・ポハレル

5 カトマンズ市役所　国際部長　 ヌル・ニディ・ネパネ

6 カトマンズ・メトロ警察職員 マヘンドラ・マハト

7 カトマンズ市役所職員・技師　 カビンドラ・ナカミ

10 MHCカトマンズ支部会員 アバシュ・ポハレル

11 MHCカトマンズ支部会員 アンドラン・シュレスタ

12 MHCカトマンズ支部会員 バドリ・パウデル

14 MHCカトマンズ支部会員 サンジャヤ・クマール

嘉悦大学経営経済学部専任講師 ビシュワ・カンデル

松本市副市長 坪田　明男

松本市議会議長 太田　更三

元松本市議会議長 田口　敏子

㈱翁堂代表取締役 木内　基裕

信州大学名誉教授 土田　勝義

元トリブバン大学客員教授 鳥羽　季義

　　　　　〃　　　　　　夫人 鳥羽イングリット

松本市商工会議所管理部副部長　 伊藤　亮二

松本市山岳観光課補佐 加藤　市郎

松本市国際課係長 園原　祐一

(公益)日本ネパール協会代表 小嶋　光昭

(公益)オイスカ長野県支部副会長 伊藤　敏夫

(公益)オイスカ長野県支部中信推進協会事務局長 田近　勝之

松本深志ライオンズクラブ会長 服部　公威

八十二銀行笹賀支店長 金子　和史

信濃毎日新聞社常務取締役松本本社代表 石田　和彦

長野日報社松本支局賞 新保　修一

(有)日本アルプス常念小屋主人 山田　恒男

槍ヶ岳山荘グループ代表 穂苅　康治

(公益)日本山岳会信濃支部事務局長 米倉　逸生

カトマンズ姉妹の会会長　松本市議会議員 青木　豊子

県公認信濃クッキングスクール代表 波多腰尚子

松本ヒマラヤンクラブ会長 渡邊　博

松本市海外都市交流委員会会員 百瀬　静男

市教育委員会南部公民館官館長、信州野鳥の会会長 上條　恒嗣

医療法人和心会湘南病院理事長 宮坂　雄平

穂高北小学校PTA元会長 原田　匡代

小岩井司法書士・行政書士事務所長 小岩井　晶

アルパインツアーサービス(株)　 久保　典彦

ネパール大衆歌手 スンダリ・ミカ

ネパール・ダンサー 鈴木さくら

ネパール・ダンサー 滝　あつ子

(有)佐藤保険事務所代表 佐藤　公則

㈱いとう　営業 小松　真二

㈱工房四季代表 中島　靖彦

カガミタウンマネジメント（株）専務取締役 宮坂　栄治

レストラン「カトマンズ」松本店　オーナー カトリ・パーム・バハドウル

㈱岡谷組中信支店営業部長 小林　健司

㈱原山組代表取締役 原山　茂生

　MHC創立25周年記念式典　　出席者名簿　　
　　　　　　　　　　　　　　順不動、敬称略



八木商会代表 八木　孝夫

写真展出品者 汲田　修

写真展出品者 小松　貞一

MHC事業支援者 伊藤　愛子

NHC事業支援者 伊藤　幸雄

MHC事業支援者 三澤　一男

MHC講習参加者 猪股やよい

MHC講習参加者 大村　裕

MHC講習参加者 岡本　恵子

MHC講習参加者 岡本　俊明

MHC講習参加者 田辺登美子

MHC講習参加者 遠山ゆき子

MHC講習参加者 中山　賢次

MHC講習参加者 林　和子

MHC講習参加者 林　幸弘

MHC講習参加者 林　良一

MHC講習参加者 藤田　廣

MHC講習参加者 藤田　茂子

MHC講習参加者 堀内　実

MHC講習参加者 三井田　勝一

MHC講習参加者 宮坂　敏行

MHC講習参加者 宮澤　美幸

MHC講習参加者 宮下　勝利

MHC講習参加者 矢花　明美

MHC講習参加者 山下　道夫

MHC講習参加者 和田　義昭

MHC会員 （株）五条建設

MHC会員 市川　浩章
MHC会員 梅村　博通
MHC会員 海野　靖子
MHC会員 折野　和富　

MHC会員 小松　佑次
MHC会員 関口　喜人
MHC会員 種田　敏子
MHC会員 シム・ウンギョン

MHC会員 丸山  清栄
MHC会員 横澤　　彬
MHC会員 吉岡　久男
MHC会員 近藤　　茂
MHC会員 今村　康子
MHC会員 住岡　　徹
MHC会員 渋谷　貞春
MHC会員 小松　徳子
MHC会員 松島　善男
MHC会員 中村　治幸
MHC会員 中村　宗晴
MHC会員監事 古幡　健夫
MHC会員監事 上條　賢介
MHC会員理事 松岡いつ子
MHC会員理事 内山　康翁
MHC会員理事 木村　郁子　
MHC会員理事長 鈴木　雅則

MHC事務局 髙木　佳克



写 真 総 評 

応募作品各賞審査員  

山岳写真家 内田良平氏 

 

 

「岳都カトマンズとネパールヒマラヤ」写真展に 85 点の作品が応募されました。掲載

できる会場のスペースに合わせ、展示できる枚数の 62 点をまず選び出し、その中から、ネ

パール大使賞以下入賞までの 13 点を厳選いたしました。 

 今回は、良い作品が多数寄せられ、選考に迷いましたが、ネパールの「岳都カトマンズ

とヒマラヤ」との写真展の内容を鑑みて、山岳景観の写真はもとより、ネパールの人たち

の生活ぶりなども考慮して選びました。 

 85 点の作品は、全般的に良い作品が多く、特に山岳写真では素晴らしい光景の類似した

カットも多く、その中から一枚を選び出すのは苦労しました。ここ数年、何回か同様の写

真審査をさせていただいておりますが、レベルは年ごとにアップしているのも確かです。

みなさんが努力されている表われとも思っております。 

ただ多くの方に賞をさし上げたいとの思いで入賞作品は、一人の方がダブらないように

しました。一人の方の作品に、何点も賞に入るほどの作品もありましたが、申し訳ありま

せんが割愛させて頂きました。 

 

以下、13 点の作品の寸評を記します。 

 

１、ネパール大使賞・・市川 浩章さん 

  市川さんのネパール大使賞の「エベレストの夕陽」は、 

見慣れた作品ではありますが、世界最高峰(8848Ｍ)あっ 

てのヒマラヤとも言え、筆頭に選んでしまいました。 

エベレストの魅力は、特に夕照がすばらしく、涙が出 

るほどの感動もので、多分その後の人生観が変わる 

ほどです。 

 

２、カトマンズ市長賞・・和田 義昭さん 

  カトマンズ市長賞には、将来をたくす子供達の楽しそ 

うな顔の、和田さんの写真を選びました。カメラに向 

かって、くったく無く、Ⅴサインをするところなど、 

日本と同じ光景に引かれました。 

 

 

 

 
 

 



３、松本市長賞・・中村 治幸さん 

  中村さんの「ギャチュンカンの威容」は、小生も好 

きで、目をそば立てたような山姿に影が走り、一層 

迫力を持たせた良い写真です。 

 

 

４、松本商工会議所会頭賞・・梅村 博通さん 

  梅村さんの「神々の山嶺」は、ゴーキョピークから 

の昼間の光線状態の作品で、エベレスト、ヌプチェ、 

ローツェを配し、前景に氷河の一部と前衛峰を構図 

したところに新鮮味があります。 

 

５、信濃毎日新聞社賞・・大村 裕さん 

  大村さんの「世界文化遺産に憩う」との題名ですが、 

写真内容とそぐわない感がありますが、パタン市の 

目抜き道路を行く、ネパール女性とバックの赤レン 

ガの王宮の一部は街の雰囲気を充分表現しておりま 

す。 

 

６、朝日新聞社長野総局長賞・・シム・ウンギョンさん 

  シム・ウンギョンさんの「老人天国の街カトマンズ」 

は、横一列に腰掛けて、日なたぼっこやおしゃべりし 

ている風景は、ほほえましい感じで、いかにもヒマそ 

うな人々の居並ぶ姿は、同じ老人天国の日本と異なっ 

た、のんびりした平和が感じられます。 

 

７、毎日新聞社松本支局長賞・・中山 賢次さん 

  中山さんの「夕陽を浴びる神の山」は、赤いマチャプ 

チャレと同じ赤い夕やけ雲とのコンビネーションが良 

く、一層迫力をかもし出した作品で、良い瞬間を狙っ 

ております。 

 

８、読売新聞社松本支局長賞・・汲田 修さん 

  汲田さんの「ペワ湖と暮れゆくアンナプルナ」は、ア 

ンナプルナ山群の候展望地ポカラでのペワ湖の水面に 

映る街灯を入れ込んだ構図に、新しさがあり、山の夕 

景も良く表現されております。 

 

 

 

 

 

 



９、中日新聞社賞・・塚田 登さん 

  塚田さんの「チョ・オユーの威容」は、ゴーキョ・ピ 

ークからのショットで、第 6高峰(8201ｍ)のボリューム 

感が、良く表現された作品です。 

 

１０、市民タイムス賞・・小松 貞一さん 

  小松さんの「天日干し」は、バクタプルの土器の作業 

場を活写した一枚で、好天が続く秋の日中、中庭せましとひ 

ろげられた風景は、カトマンズの秋の風物詩でもあり、どこ 

か懐かしい風景です。 

１１、入賞-1・・近藤 茂さん 

  近藤さんの「クムジュンからのカンテガ、タムセルク」 

は、山村の家と石垣をとり入れた作品を選びましたが、 

エベレストやローツェのすばらしい作品も応募されてま 

したが、他との作品と重複してしまうために、今回は上 

記の作品で我慢していただくことにしました。乾季の閑 

散とした石囲いの畑は、春から夏にかけては、麦畑や、 

ジャガイモ畑に利用され、青々とした風景も見られます。 

１２、入賞―2・・林 良一さん 

  林さんの「ナムチェバザールとラリーグラス」は、ネパ 

  ールの国の花ラリーグラス(しゃくなげ花)を前景に大き 

く取り入れ、スリ鉢状の地形の中景に村家を入れ、タム 

セルクなどの山並を遠景に配した構図は、新鮮さを感じ 

る作品です。 

１３、入賞―3・・丸山 清榮さん 

  丸山さんの「文化遺産を支える窓と方杖」は、旧王宮の中 

庭をぐるりと縁取った木彫り彫刻で軒を支える方杖の神々 

の彫刻と共に、前王朝時代のネワール文化の粋を集めた芸 

術品と言えるもので、これら数多くあるある彫刻を眺めて 

いるだけで、半日は費やしてしまいます。 

 

以上、私の個人の評で異論をお持ちの方もいらっしゃるとは思いますが、みなさんの

今後の撮影向上に役立つものがあれば、幸いです。 

 内田良平氏プロフィール 
日本を代表する山岳写真家。1936 年横浜市生まれ。主な作品に「エベレスト街道」「カ

トマンズ百景」「アンナプルナ周遊」「ヒマラヤ巨峰 14 座と高峰」「上高地」「日本百名山」 
「ヒマラヤ百花」「ヒマラヤ 50 嶺・岩雪氷雲そして光」など多数。 
日本山岳写真集団同人、ベルニナ山岳会会員、日本山岳会会員 
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私
は
あ
な
た
と

M
H

C
の
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
に

、
25

年
間
の

素
晴
ら
し

い
事
業
実
績
に
対
し
、
祝
福
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

こ
の
期
間
中
に
、

M
H

C
は
奨
学
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提
供
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の
学
生
の
生
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を

啓
発

し
、
ま

た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
人
々
の
生
活
を
改
善
す
る
た
め
、
ネ
パ
ー
ル
で
多

く
の
重
要
な
仕
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
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。
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れ
て
い
き
ま
す
。

 

 

あ
ら
た
め
て
、

皆
様
へ
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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サ

ン
・

ダ
ワ

・
シ
ェ
ル
パ

  

M
H

C
奨
学
金

事
務
局
長

＆
  

ク
ム
ジ
ュ
ン
学
校
同
窓
会
副
会
長
 

 


